
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）人権感覚を育てる上で大切にしたいポイント 

 

 

 

 

 

 

（２）人権が尊重される授業づくりの視点 

本単元は、教材文を読み、興味をもったことについて話し合ったことをもとに、

自分の課題を決め、調べ、発表する活動を通して、伝えたい目的を明確にして話す

ことができる力や話の中心に気付けて聞く力をつけることをねらいとしている。 

わたしたちの社会は、いろいろな人が周りの人やものとさまざまな方法でかかわ

っている。本教材は、そのことに気付き、自分たちの生活を見つめ直す中で、より

よくかかわり合うことについて自分の考えを広げたり深めたりすることが期待で

きる。ここでは、身近にあるさまざまな点字や目の不自由な人の生活等に目を向け

させ、「言葉や文字」「体の不自由な人とのコミュニケーション」について知的理

解を図り、調べたことを発表し合う活動の中で、他者を尊重しようとする態度を育

成したい。 

このような相手を大切にした聞き方、話し方を身につけさせ「能動的な傾聴、適

切な自己表現等を可能とするコミュニケーション技能」（技能的な側面）を育むこ

とは、学んだことを自分たちの日常生活や体験と結びつけて考え、いろいろな人と

よりよくかかわっていくために進んで行動する力につながると考える。 

１ 本単元で人権教育を進めるにあたって 

 

相手や目的に応じて、話の内容を明確にして話したり、話の中心に気を付け

て聞き、質問したり感想を述べたりすることができる。 

２ 単元の目標 

 

４ 指導のポイント 

 

○発表会では、ポスターセッションやワークショップなど、全員がお互いの発表

を聞けるように、発表方法などを工夫する。相手を大切にした聞き方と発表の

仕方ができるように意識させ、支持的雰囲気の中で発表や伝え合いの学習がで

きるようにする。 

○道徳や総合的な学習の時間など、他教科との関連を図り、擬似体験活動や交流

会などを取り入れ、コミュニケーションの技能や他の人の立場に立って考える

想像力が培われるよう、系統的・計画的に実施する。 

○他者の思いや考えを尊重して受容しようとする。（価値的・態度的側面）  

○調査や発表活動を通して、相手の思いや考えのよさや自分との違いを共感的に

受け止めるとともに、自分の意見や感想に自信をもって表現することができ

る。（技能的側面） 

３ 人権教育を通じて育てたい資質・能力 

 

小学校第４学年 国語科 単元名「調べたことを整理して報告しよう」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）指導計画（１５時間取り扱い） 

※光村図書「だれもがかかわり合えるように」の例 

学習活動 人権尊重の視点を踏まえた指導上の留意点等 

１ 冒頭部分を読み、教材のねらい

を確かめ、学習課題や単元を貫く

言語活動を決め、学習計画を立て

る。         【２時間】 

○これまでの学習や資料から、人と人、人

とものとのよりよいかかわりについてお

互いの考えを交流させる。 

○一人一人の関心や意欲を高めつつ、見通

しをもって能動的に学習が進められるよ

うにする。 

２ 伝える相手と目的をはっきりさ

せて、調査内容などを決める。 

○学級の人に伝えるという相手意識、目的

意識をはっきりさせる。 

３ 目的に合わせ、調査方法を考え、

調査計画を立てる。 

○児童の実態に合わせた調査の方法や計画

となるよう支援する。 

４ 計画に沿って取材活動を行う。 

            【３時間】 

○各グループの取材相手や内容を把握し、

関係機関に対して、事前に連絡を取って

おく。 

・体験交流相手校（特別支援学校、老人

施設など） 

・専門機関（点字、手話、盲導犬、高齢

者、介助犬、車いす用駐車スペースな

ど） 

５ 調べた情報を分類・整理する。 ○観点に沿って集めた情報を、話したい内

容が明確になるように整理させる。 

６ 伝えたいことを選び、構成を考えて

発表原稿を書く。    【２時間】 

○調べて分かったこと（事実）と自分の考

えを区別して原稿を書かせる。 

 

５ 学習の流れ 

①自己存在感 

児童の生活体験や生活環境の実態、興味・関心を把握し、他教科との関連を踏

まえて、様々な視点から取り組めるように課題提示の工夫を行う。 

②共感的人間関係 

話し合いや発表会のときには、相手を大切にした聞き方と発表の仕方ができる

ように意識させ、支持的雰囲気の中で学び合わせる。また、自分との違いや他

者のよさから学ぼうとする態度を育てる。 

③自己選択・決定 

課題解決のために集めた情報の分析、整理の方法や発表の仕方を提示し、児童

の実態に応じて選択できるようにする。 



７ 分かりやすく伝えるために必要

な資料等を作成する。 

○課題解決に適した提示方法を選ばせ、見

やすさを考えて作成させる。 

８ 聞き手に分かるような発表にな

るように、発表の練習をする。 

            【２時間】 

○友達とアドバイスをし合い、よりよい発

表になるよう練習させる。 

○よい発表ができるようになっているグル

ープを紹介して、認め合えるようにする。 

９ 発表会を行い、調査、発表を振

り返る。    （本時）【２時間】  

○グループで練習してきたことを、自信を

もって発表させる。 

○聞き手は、話している人に体を向けて聞

き、意見や感想を伝えることができるよう

にする。 

○内容と発表の仕方の視点で、友だちの発

表のよさに気付かせる。 

○学習の始めと比較し、自分の考えが深ま

ったことに気付かせる。 

 

※個人発表、ポスターセッション、ワークショップなど、あらかじめ発表内容やテ

ーマによって、学級全体を１時間目発表と２時間目発表の２つに分けておく。１

時間で「発表、交流、振り返り」を行い、これを２回行う。１時間目に発表、聞

き方、振り返りの視点を明確にすることで、２時間目の交流、振り返りが深まる

ようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動 ○指導上の工夫・留意点 評価◇◆ 備考 

１ 本時のめあてを確かめる。 ○学習計画に沿って進んでいることを

認識させ、意欲をもたせる。 

 

２ 調べたことの発表会を行う。 

◎発表者 

・聞き手の反応を見ながらよ

い姿勢で見えやすい立ち

位置で話す。 

・声の大きさ、速さ、強弱、

間の取り方に気を付け、大

切なことを落とさずに話

す。 

◎聞き手 

・大切なことを落とさずに聞

く。 

・疑問に思ったことなどを質

問したり、思ったこと考え

たことを伝えたりする。 

・発表の仕方で気付いたこと

を伝える。 

・意見や感想、質問をメモし

ながら聞く。 

○学級の全員が発表できるように、人数

に応じた形態で発表会を行う。 

◇相手意識をもって調査結果や自分の

考えを分かりやすく発表し、友だちの

発表に対して自分の意見や感想を伝

えている。 

◆友だちの発表を、能動的に聞き、発表

についての質問や感想を伝えている。 

 

○自分の考えや今後の発表の参考にな
った発表を明確にさせる。 

○「Ａさんの発表で…のことを初めて知

って驚いた。」「自分は…と思うけど、

Ｂさんの考えもいいと思う。」のよう

に、友だちの発表の要点をとらえ、感

想や意見、疑問を伝えるような話し合

いにするために、「話し方名人」「聞き

方名人」を意識させ、自分の考えと同

じところや違うところ、その理由等が

言えるようにする。 

資 料

① 

 

 

 

 

 

 

 

資 料

② 

３ 発表を振り返ってシートに

書き、分かったことや考えたこ

と、学んだことを伝え合う。 

 

○調べて発表することのよさを確認し、

自分の考えを広げたり、分かったこと

を日常生活での行動に生かそうとした

りする記述があれば意図的に指名して

全体に紹介する。 

資 料

③ 

目標 

◇聞き手の反応を確かめながら工夫して発表したり、話の中心に気を付けて聞

き、質問や感想を述べたりすることができる。 

（２）人権尊重の意識と実践力を養う学習活動例（光村図書 １４、１５時間目） 

 

◆相手の伝えたいことを能動的に聞いて理解し、質問や感想を伝えることができ
る。 

人権教育で育てたい資質・能力 

●聞く人に分かりやすいように気を付けて発表しよう。 

●学習を振り返って、学んだことを伝え合おう。 

 



○光村図書 国語四上 かがやき  

    ５ 調べて発表しよう  だれもがかかわり合えるように 

            ｐｐ．１０４～１１６ 

○東京書籍 新しい国語四下  

    五 調べたことをポスター発表で報告しよう 「報告します、みんなの生

活」ｐｐ．９１～９９ 

※東京書籍「報告します、みんなの生活」の例 （１２時間取り扱い） 

学習活動 人権尊重の視点を踏まえた指導上の留意点等 

１ 資料を提示して発表すること

のよさを知り、身の回りの生活

の工夫について調べ、発表する

見通しをもつ。【２時間】 

○他教科や総合的な学習の時間と関連させ、

身近な福祉の問題を取り上げる。 

○一人一人の関心や意欲を高めつつ、見通し

を持って能動的に学習が進められるように

する。 

２ グループごとに身の回りの工

夫（福祉）について調べる。調

べて分かったことを集め、発表

で伝えたいことを話し合う。 

【４時間】 

○ボランティア活動や福祉施設などでの交流

体験、インタビューや調査をするときは、

グループで協力して行わせる。 

○グループの発表で伝えたいことを話し合う

際は、お互いの意見を尊重しながら集約し

ていくようにさせる。 

３ 何をどの順で発表するか、ど

こでどの資料を提示するかを話

し合う。それぞれの発表の役割

を決め、資料を使った発表の練

習をする。     【４時間】 

○話したい内容が明確になるように、観点に

沿って集めた情報を整理させる。 

○調べて分かったこと（事実）と自分の考え

を区別して原稿を書かせる。 

○課題解決に適した資料を選ばせ、見やすさ

を考えて作成させる。 

○友達とアドバイスをし合い、よりよい発表

になるよう練習させる。 

○よい発表ができるようになっているグルー

プを紹介して、認め合えるようにする。 

４ 調べたことの発表会を開き、

学級全体で聞き合う。分かりや

すい発表だったか、資料は効果

的だったか伝え合う。 

（本時）【２時間】 

○グループで練習してきたことを、自信をもっ

て発表させる。 

○相手を大切にした聞き方や発表の仕方を確

認させ、安心して発表できるようにする。 

○聞き手は、話している人に体を向けて聞き、

意見や感想を伝えることができるようにす

る。 

○内容と発表の仕方の視点で、友だちの発表の

よさに気付かせる。 

 

６ 資料 



【資料①】話し方・聞き方名人の例

【資料②】聞くときのメモの例

さん（グループ）の発表

① わかったこと

・

・

・

・

・

② 思ったこと（にたような体けんがあったら書こう）

・
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。



【資料③】発表会振り返りシートの例

名前（ ）発表会をふりかえろう

① 発表会のしかたについて（よくできた◎ できた○ もう少し△）

発表するとき ◎○△ 聞くとき ◎○△

聞いている人が見やすい位置 内容や 発表 のしかたに
いち ないよう はっぴょう

に立って話す ついて意見や感想をもつ
いけん かんそう

聞いている人の顔を見ながら 自分のこととくらべて感想

話す を言う

話す速さや間を考えて話す 知りたいこと分からないこ
はや ま

とを質問をする
しつもん

大事なことを落とさずに話す 話す人を見てよいしせいで
だいじ お

聞く

② これからの学習や生活にいかしたいことは何ですか。


